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衆
議
院
選
挙
の
最
中
、
九
月
八
日

か
ら
開
催
さ
れ
た 

議
会
が
二
十
八

日
、
全
議
案
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。
今
議
会
に
は
補
正
予
算
、
二
十

四
億
七
千
万
円
余
が
計
上
さ
れ
、
総

額
三
百
十
二
億
円
余
に
な
り
ま
し

た
。
三
位
一
体
の
改
革
で 

削
減
さ

れ
続
け
て
き
た 

地
方
交
付
税
が
八

億
円
余
、
率
に
し
て
七
％
増
額
配
分

に
な
り
ま
し
た
。 

主
な
事
業
は 

木
次
・
大
東
・
吉

田
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
」
に
約
４
億
５
千
万

円
、
災
害
復
旧
費
５
億
９
千
万
円
余
。

加
茂
町
の
特
老
施
設
「
笑
寿
苑
」
２

０
床
増
床
工
事
に
２
億
８
千
５
百
万

円
な
ど
。
こ
の
他
、
国
か
ら
全
額
支

給
さ
れ
る
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

の
普
及
の
た
め
の
「
地
域
通
貨
」
と

「
避
難
者
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
施

に
必
要
な
６
千
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。 

住
基
カ
ー
ド
に
は
「
氏
名
・
年
齢
・

住
所
・
性
別
」
の
４
情
報
が
組
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
で
パ

ス
ポ
ー
ト
を
申
請
す
る
際
の
本
人
確

認
や
転
入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化
等

 

も
の
の
け
姫
と 

 
 
 
 た

た
ら 

製
鉄 

 
 

宮
崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
「
も
の

の
け
姫
」
は 

一
九
九
七
年
に
制

作
さ
れ 

空
前
の 

大
ヒ
ッ
ト
作

品
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
物
語
の
舞
台
に
な
っ
た
の

が
、
雲
南
市
吉
田
町
を
中
心
と
し

た 

た
た
ら
文
化
圏
で
す
。 

宮
崎
監
督
は
二
〇
才
の
頃
か
ら

「
た
た
ら
製
鉄
」
に
強
い
関
心
を

持
ち
「
も
の
の
け
姫
」
は
宮
崎
駿

９
月 

定
例
会 

一
般
会
計 

二
十
四
億
円
余 

可
決
閉
会 

 
 
 

 

監
督
の
集
大
成
の
作
品
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
物
語
は
太
古
の
原
生
林
を
舞

台
に
、
そ
こ
に
住
む
神
獣
と
増
え
続

け
る
、
人
間
の
欲
望
と
の
、
せ
め
ぎ

合
い
を
「
た
た
ら
」
製
鉄
を
象
徴
と

し
て
と
ら
え
、
人
類
と
自
然
の
共
生

を
訴
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
中
で
「
た
た
ら
」
製
鉄
が
自

然
を
破
壊
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
資
源
枯
渇

を
補
う
た
め
に
植
林
を
行
う
な
ど
、

環
境
破
壊
は
し
て
お
ら
ず
、
宮
崎
監

督
が
現
代
的
環
境
破
壊
を
意
識
し
た

誇
張
表
現
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

ア
ニ
メ
が
上
映
さ
れ
た
当
時
吉
田

町
「
菅
谷
高
殿
」
に
は
若
い
女
性
を

中
心
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
「
こ
だ
ま
」

に
導
か
れ
て
押
し
掛
け
て
き
ま
し

た
。
菅
谷
高
殿
は
今
で
も
、
も
の
の

け
姫
フ
ァ
ン
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

ア
シ
タ
カ
と
サ
ン
に
会
い
に
来
ま
せ

ん
か
。
こ
だ
ま
に
も
会
え
る
か
も
。 

 
山犬 モロに育てられ 
 
た「もののけ姫 サン」 
 

に
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
の
、

空
き
領
域
を
使
っ
て
、
こ
れ
か
ら

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
に
こ
の
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
達
の 

ふ
る
さ
と 

 
 

雲
南 

の 
 

語
源
は
？ 

 
 
 

一
般
質
問
の
中
で
「
雲
南
」
の
語

源
・
由
来
に
つ
い
て 

明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
が
・
・
と
言
う
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。 

合
併
協
議
会
で
は
一
番
な
じ
み
が

あ
る
と
言
う
こ
と
で
「
雲
南
市
」
が

決
定
さ
れ
、
由
来
は
「
出
雲
の
南
で

雲
南
」
と
言
う
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
た
。 

答
弁
で
も
明
確
な
答
え
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が 
質
問
者
の
資
料
に
よ

る
と
約
１
８
０
年
前
（
江
戸
時
代
徳

川
家
斉
の
頃
）
三
刀
屋
町
出
身
の
横

山
祥
介
こ
と 

後
の
有
名
南
画
家

「
黄
仲
祥
」
の
生
誕
地
三
刀
屋
が
出

雲
の
南
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
「
雲

南
」
と
号
し
た
こ
と
に
発
す
る
と
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
三
刀
屋
に
雲

南
有
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

や
が
て 

出
雲
の
南
に
位
置
す
る
３

郡
を
総
称
し
て
雲
南
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
と
い
う
説
で
す
。 

皆
さ
ん
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。 

興
味
深
い
問
題
で
す
。 

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

語源 と言われる 
雲南 黄仲祥の 画 

 

雲
南
市
誕
生 

一
周
年
記
念
式
典 

 

十
一
月
三
日 

三
刀
屋
町
ア
ス
パ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

当
日 

「
雲
南
市
平
和
宣
言
」
が

行
わ
れ
ま
す
。 

「
平
和
を
！
」 

 
 

編
集
後
記 

い
つ
の
間
に
か
食
欲 

の
秋 

読
書
の
秋 

で
す
。 

健
康
第
一
で
す
。
お
互
い
に
！
。 


